抗生物質…微生物が産生する物質で、他の微生物の発育を阻止する物質（定義）

	分類
	構造的特徴
	薬理作用
	医薬品名

	ペニシリン系
	ペネム型

β-ラクタム環
	細胞壁合成阻害
	アモキシリン

アンピシリン

シクラシリン

	セファム系
	セフェム型

β-ラクタム環
	タンパク質合成阻害
	セファクロル
セファレキシン
セファロリジン
セファロチン

	アミノグリコシド系
	アミノ糖、擬糖（糖に近い構造）を持ち、水によく溶ける
	タンパク質合成阻害
	カナマイシン

アミカシン

ゲンタマイシン

ストレプトマイシン

	マクロライド系
	大環状ラクトン構造を持つ

14～16員環が多い
	タンパク質合成阻害
	エリスロマイシン

キタサマイシン

クラリスロマイシン

ショサマイシン

ロキタマイシン

	テトラサイクリン系
	ナフタセン骨格を持つ

塩酸塩、メタクリン酸塩として用いる
	タンパク質合成阻害
	塩酸テトラサイクリン

塩酸ミノサイクリン

塩酸オキシサイクリン

塩酸オキシテトラサイクリン

塩酸ドキシサイクリン

	ポリエン系
	共役した多数の２重、３重結合を持つ
	膜障害性抗真菌薬
	アムホテリシンＢ

トリコマイシン

ナイスタチン

	ポリペプチド系
	
	
	硫酸ポリミキシンＢ

塩酸バンコマイシン

塩酸・硫酸ブレオマイシン

	その他
	
	
	マイトマイシンＣ

クロラムフェニコール

アクチノマイシン


ステロイド系医薬品
	分類
	構造的特徴
	薬理作用
	医薬品名

	性ホルモン
	男性ホルモン
	アンドロスタン骨格

3、17位に酸素官能基を有する
	二次性徴

タンパク同化作用
	プロピオン酸テストステロン

メチルテストステロン

	
	黄体ホルモン
	Ｃ２１プレグナン骨格

プロゲステロンは　3,20dioxo-4ene型

ノルエチステロンは

17β-OH、

17α-ethinyl基を持つ
	女性の生殖器官、女性の性徴、生殖機能に役立つ
	プロゲステロン

ノルエチステロン

ノルゲストレル

	
	卵胞ホルモン
	エストラン骨格
	
	エストラジオール

エストリオール

	副腎皮質ホルモン
	プレグナン骨格

11位に酸素官能基、

17位β位に

αケトール型側鎖を持つ
	無機質や糖質代謝に関与
	ヒドロコルチゾン

（糖質代謝）

アルドステロン

（無機質）

トリアムシノロン

	胆汁酸
	Ｃ２４の5βコラン骨格を持つカルボン酸
	
	ウルソデオキシコール酸
ジヒドロコール酸

	強心配糖体
	シスｰトランスｰシス型の環結合を持ち、

14β-OH基、

17β位に5又は6員環のラクトン環を持つ
	心機能を高め心収縮増大、拍出量増加作用
	ジギトキシン

ジゴキシン

ラナトシドＣ

	ビタミンＤ
	エルゴカルシフェロールや、コレカルシフェロールが生体で光反応によって代謝された

1α,25dihydroxy体が活性を示す
	Ｃa代謝

インスリン分泌刺激

ＰＴＨの抑制
	


その他薬品名を２つ挙げる医薬品

フェノチアジン系抗ヒスタミン薬…　　　プロメタジン、アリメマジン
フェノチアジン系抗不安薬…　　　　　　クロルプロマジン、チオソダジン　

３環性抗うつ薬…　　　　　　　　　　　イミプラミン、クロミプラミン
４環性抗うつ薬…　　　　　　　　　　　ミアンセリン、セチプチリン

バッカクアルカロイド…　　　　　　　　エルゴタミン、エルゴメトリン
ヒスタミンＨ１遮断薬…　　　　　　　　ジフェンヒドラミン、クロルフェニラミン
ヒスタミンＨ２遮断薬…　　　　　　　　シメチジン、ファモチジン
コリンエステラーゼ阻害薬…　　　　　　ネオスチグミン、ピリドスチグミン
ブチロフェノン系抗精神薬…　　　　　　ハロペリドール、ドロペリドール
局所麻酔薬…　　　　　　　　　　　　　塩酸コカイン、塩酸プロカイン
中枢鎮咳薬…　　　　　　　　　　　　　ジメモルファン、ペントキシベリン
抗パーキンソン病薬…　　　　　　　　　レボドパ、アポモルヒネ
アミド系抗不整脈薬…　　　　　　　　　ジブカイン、プロカインアミド
抗コリン薬（トロパン骨格）…　　　　　アトロピン、スコポラミン
Phenethylamine（Aｒ－C－C－N）型医薬品の構造相関性を述べよ。

1 窒素の周りの置換基の変化

疎水性の大きいイソプロピル基（イソプレナリ）は選択的にβ受容体に作用し、

水素原子だと（ノルエピネフリン）選択的にα受容体に作用する

メチル基だと（エピネフリン）α、βの両方に作用する

イソプロピルよりかさ高いt-ブチル基だとβ２に選択的に作用する

2 芳香環部の変換

モノ-OH体ではm、p、ｏの順にα作用、毒性が弱まり、β作用は強くなる

また、カテコールのOH基をメチル基やクロロ基に変換するとα作用が低下する

3 エチレン鎖部の変換

エピネフリンの光学異性体はR型の方がはるかに活性がある

またアミンのα位にメチル基や、エチル基を導入するとα作用は弱くなり、β作用は変化しない。さらにかさ高い置換基に変換すると両者は減弱する

